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グラファイト層間化合物と軌道常磁性 池畑 誠一郎(東大 ･理 )
凝縮系のレーザー分光 櫛田 孝司(阪大･理 )
非平衡系におけるゆらぎ,緩和,及び秩序形成 鈴木 増雄 (東大 ･理 )
神経興奮の膜モデル 松本 元 (電総研 )
イオン散乱から見た固体表面 青野 和正 (無機材研 )
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1984年物性若手夏の学校を終えて
スピングラス ー その分子場理論 高山 - (北大･理 )





講師 甘利俊一 (東大 ･工 ･計数工学 )
7月26日 DynamicsofTopologlCalDefects-Ⅰnterfaces&Vortices一




















講師 海老沢杢道先生 (東北大 )






ます｡ (世話人 佐伯幸四郎 )
｢光物性 一 低次元系の光物性｣
講師 林秀光 (分子研 )
参加人数 約40名
内容 25日 林秀光 (分子研 ) 講義 ｢低次元系の光物性｣ PartI



















25日 和田三男(名大 ･工 ･人結 )｢赤外 ･ラマン分光による構造相転移の研究｣
26日 小西啓之 (阪大 ･基礎工 )｢時分割X線法によるRblJiS04の相転移緩和過程の研
究｣
倉本和興 (広島大 ･理 )｢強誘電体の誘電臨界緩和｣






(世話人 関西学院大 ･理 西畑保雄 )
｢物性基礎論Ⅰ｣
｢一次元電子格子系｣というテーマでこの系にっいて研究しておられる方々に最近の理論的
側面にっいてお話をしていただきました｡はじめに世話人の伊藤 (東大 ･理 )が ｢トランス･
ポリアセチレンにおける電子格子相互作用｣ という題で Su-Schrieffer-Heegermodelとそ
の後の進展についてレビューを行ない,次に高野健一氏 (名大･理 )が ｢Solitousandls0-
mevizationbyDoping.inCis-Polyacetylene♪｣という題で ドー ピングによりヒスポリア
セチレンが トランスに異性化する過程をPhaseHamiltonianを用いたモデルで説明された｡









(世話人 東大 ･理 伊謄浩之 )
｢アモルファス - アモルファス半導体｣
講師 田中一宣 (電線研 )
内容は以下のとお り｡
28日 ｢アモルファス半導体｣ 田中-塞
29日 ｢アモルファスカルコゲナイ ドの光散乱｣ 安岡宏 (筑大 ･物理工 )






コンパには約 20人の参加があ り,いろんな人との話もできて目的は達成できたと思 う｡
最後に,サブゼミ開催にあたりお世話になったかたがたに感謝の意をあらわし,私の報告を






















･筑波大･物質工 谷川庄一郎 ｢Slow Positronと固体表面の相互作用｣
･東大 ･理 宮下精= ｢Kosterlitz-Thouless転移と2次元融解｣
･東大 ･工 鈴木泰之 ｢正ミューオンのAl-Mg,-Si,-Cu中の拡散の研究｣
･京大 ･化研 川口建二 ｢Fe-Mg,Fe-V系 人工格子｣
一時は,会場内に入れない程の聴講者 となり,予想以上に盛況であった｡このサブゼミで格
子欠陥と他分野との関連がより深まったと思 う｡






河合伸 (大阪大 ･基礎工 )
｢RHEEDによる表面の研究｣-･花田貴 (東大 ･理 )
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｢Si(111),Ge(111)の表面電子状態｣-･横塚達男(東北大･理 )
｢RHEED励起X線分光法とその応用｣-長谷川修司 (東大 ･理 )
里子先生のお話は表面 ･超微粒子 ･分子の電子状態から,反応 ･安定性にまでわたる大変幅
の広い内容でした｡ 発表者の方に書いていただいたテキス トも役に立ったと思います｡
最後に里子先生と発表者の方々に心よりお礼を申し上げます｡
(世話人 東大･理 石田浩 )
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